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諮問庁：国立大学法人東北大学 

諮問日：平成３１年２月１３日（平成３１年（独個）諮問第９号） 

答申日：平成３１年４月１７日（平成３１年度（独個）答申第２号） 

事件名：本人に係る特定年度前期日程入試における成績の不開示決定（不存

在）に関する件 

 

 

答 申 書 

 

第１ 審査会の結論 

「特定年度東北大学特定学部前期日程入試における成績」に記録された

保有個人情報（以下「本件対象保有個人情報」という。）につき，これを

保有していないとして不開示とした決定は，妥当である。 

第２ 異議申立人の主張の要旨 

１ 異議申立ての趣旨 

独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律（以下「法」と

いう。）１２条１項の規定に基づく開示請求に対し，平成２７年８月２８

日付け総法文１３０５号により，国立大学法人東北大学（以下「東北大

学」，「処分庁」又は「諮問庁」という。）が行った不開示決定（以下

「原処分」という。）について，その取消しを求める。 

２ 異議申立ての理由 

  異議申立人が主張する異議申立ての理由は，異議申立書の記載によると，

おおむね以下のとおりである。 

（１）特定年，異議申立人は東北大学特定学部前期日程入試を受験したが，

合格通知は来なかった。 

（２）９年後，学力としては十分な力があったにもかかわらず試験に合格し

なかったのは採点ミスがあったからではないかと思い立った。取得した

点数を確かめるために特定年月日ａ，電話で東北大学入試センターに入

試成績結果開示の問い合わせをしたが特定年度の入試結果は既に廃棄さ

れているという回答であった。 

（３）特定年月日ｃ，入試センターに再び問い合わせをしたところ「特定年

月日ａであれば保存期間が終了しておらず，文書はあったはず」という

回答を受け，ホームページに掲載してある「国立大学法人東北大学文書

管理規程」を読み，確かに保存期間は１０年であることを確認した。 

（４）異議申立人は，平成２７年８月７日，東北大学に対して法に基づき，

特定年度東北大学特定学部前期日程入試における成績の情報公開請求を

した。 

（５）これに対し，東北大学は，原処分を行った。 
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（６）しかし，この原処分は次の理由により妥当性のない処分である。 

   開示しないこととした理由に「入学者選抜試験の成績に関する文書の

保存期限は１０年（特定年月日ｂ保存期間満了）」のため，既に廃棄さ

れており，請求のありました情報を保有しておりません」とあるが，前

述のとおり特定年月日ａ時点で問い合わせを行った際にも既に不存在と

の回答を電話で受けており（今回の回答を前提とすれば，まだその時点

では存在したはずであるにも関わらず），規定どおりに文書保存の運用

を行っているかどうか極めて不明確である。 

   特定年月日ｃに東北大学情報公開室特定職員と電話で話した際にも，

（当時「国立大学法人東北大学法人文書管理細則」で保存期間が１０年

とされているにもかかわらず）「文書の保存期間の運用は厳密ではなか

った」と聞いている。このため，採点ミスがなかったという確信も得ら

れなかった。 

（７）以上から，原処分の取消しを求めて異議申立てに及んだ。   

第３ 諮問庁の説明の要旨 

 １ 異議申立ての経緯 

平成２７年８月１０日，異議申立人から「特定年特定学部前期日程試験

を受験した際の成績の開示が認められる情報の全て」の保有個人情報開示

請求があった。 

これに対し本学では，入学者選抜試験の成績に関する文書の保存期限は

１０年（特定年月日ｂ保存期間満了）のため，既に廃棄されており，請求

のあった情報を保有していないため，法１８条２項により，文書不存在に

よる不開示の決定を行った。その後，異議申立書が平成２７年１０月２１

日付け（同月２８日付け及び同年１１月４日付けで差替え依頼）で提出さ

れ同年１０月２３日付けでこれを受理したものである。 

２ 諮問理由説明 

（１）異議申立ての理由 

（上記第２の２と同様の内容であるので記載省略） 

（２）諮問の理由 

本件は，特定年度前期日程試験の成績に関する保有個人情報を求めて

いるものである。開示請求時点では該当文書は保存期間満了により廃棄

していたため，文書不存在として不開示決定を行った。異議申立人は，

特定年月日ａに電話で入試成績の文書の有無を問い合わせたところ，既

に廃棄されているとの回答だったが，特定年月日ｃの問合せの際には，

特定年月日ａであれば文書はあったはず，との回答を受けたことから，

本学の文書保存の運用が不明確であり，今回の不開示決定は妥当性のな

い処分であると主張している。 

異議申立てを受け，改めて「特定年度東北大学特定学部前期日程入試
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における成績」について関連する法人文書ファイルを含め探索したが，

該当文書の保存期間は既に満了し廃棄しており保有個人情報は存在しな

かった。 

そのため，本学では，原処分を維持し，諮問するものである。 

なお，異議申立人は本学の文書管理について，本学職員から「文書の

保存期間の運用は厳密ではなかった」と聞いた，と主張しているが，こ

れは特定年月日ａ当時，電話応対をした職員が文書の保存期間や起算日

を誤認したか不注意で間違えた可能性があることを説明したものであり，

大学全体の文書管理が厳密ではなかったことを意味しているわけではな

い。 

また，本件は，異議申立書を受け付けてから３年以上が経過している

が，これは，異議申立人から平成２７年１１月８日付けで行政不服審査

法２５条に基づく口頭での意見陳述を希望する旨の申立てがあり，さら

に，本学が情報公開・個人情報保護審査会へ諮問する前に意見陳述を行

いたいとの要望が出されたため，異議申立人の意向に沿えるよう平成２

８年から幾度も意見陳述の機会を設けたものの，異議申立人の都合で，

実施に至らなかったことによる。諮問時点でも意見陳述は実施されてい

ないが，異議申立てを受けてから年数が経過していることから，諮問す

るものである。 

第４ 調査審議の経過 

当審査会は，本件諮問事件について，以下のとおり，調査審議を行った。 

①  平成３１年２月１３日 諮問の受理  

②  同日         諮問庁から理由説明書を収受 

③  同年３月５日     審議 

④ 同年４月１５日    審議 

第５ 審査会の判断の理由 

１ 本件対象保有個人情報について 

本件開示請求は，本件対象保有個人情報の開示を求めるものであり，処

分庁は，本件対象保有個人情報を保有していないとして，不開示とする決

定（原処分）を行った。 

これに対して，異議申立人は，原処分の取消しを求めているが，諮問庁

は，原処分を妥当としていることから，以下，本件対象保有個人情報の保

有の有無について検討する。 

２ 本件対象保有個人情報の保有の有無について 

（１）諮問庁は，理由説明書（上記第３）において，以下のとおり説明する。 

本件は，特定年度前期日程試験の成績に関する保有個人情報を求めて

いるものであるところ，開示請求時点では該当文書は保存期間満了によ

り廃棄していたため，文書不存在として不開示決定を行ったものである。 
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異議申立人は，特定年月日ａに電話で入試成績の文書の有無を問い合

わせたところ，既に廃棄されているとの回答だったが，特定年月日ｃの

問合せの際には，特定年月日ａであれば文書はあったはず，との回答を

受けたことから，本学の文書保存の運用が不明確であり，今回の不開示

決定は妥当性のない処分である旨主張しているが，東北大学において改

めて「特定年度東北大学特定学部前期日程入試における成績」について

関連する法人文書ファイルを含め探索したが，該当文書は存在しなかっ

た。 

（２）以下，上記諮問庁の説明も踏まえ，検討する。 

本件対象保有個人情報を保有していないとする諮問庁の上記（１）の

説明に特段不自然・不合理な点はなく，また，これを覆すに足りる事情

も認められないことから，東北大学において本件対象保有個人情報を保

有しているとは認められない。 

３ 異議申立人のその他の主張について 

異議申立人は，その他種々主張するが，いずれも当審査会の上記判断を

左右するものではない。 

４ 本件不開示決定の妥当性について 

以上のことから，本件対象保有個人情報につき，これを保有していない

として不開示とした決定については，東北大学において本件対象保有個人

情報を保有しているとは認められず，妥当であると判断した。 

（第５部会） 

  委員 南野 聡，委員 泉本小夜子，委員 山本隆司 

 

 

 


